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茨
城
町
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
私

は
、
群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
長
の
貫
井

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
、
貴
町
と
友

好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
れ

ま
で
の
友
好
関
係
を
更
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
両
町
民
の
幅
広
い
分
野
に
お

け
る
交
流
を
と
お
し
て
、
お
互
い
の
理
解

と
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
両
町
が
共
に
発

展
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
茨
城
町
民
の
皆
様
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

玉
村
町
は
、
群
馬
県
の
南
部
に
位
置

し
、
東
京
か
ら
一
〇
〇
ｋ
ｍ
圏
内
に
あ

り
、
人
口
は
約
３
万
７
千
人
、
面
積
は

二
十
五
・
八
一
平
方
キ
ロ
で
、
前
橋
市
、

高
崎
市
、
伊
勢
崎
市
、
藤
岡
市
に
接
し

て
い
ま
す
。

　

本
町
の
中
央
北
側
に
は
利
根
川
が
、

南
側
に
は
そ
の
支
流
の
烏か

ら
す
が
わ川
が
流
れ
、

両
河
川
は
町
の
南
東
部
で
合
流
し
て
い

ま
す
。
河
川
敷
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
な

ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
広

く
町
民
に
親
し
ま
れ
、
自
然
豊
か
な
地

域
で
す
。

　

農
作
物
で
は
、
米
麦
の
二
毛
作
が
盛
ん

で
、
野
菜
は
き
ゅ
う
り
、
な
す
、
春
菊
な

ど
の
施
設
園
芸
が
営
ま
れ
て
お
り
、
主
に

首
都
圏
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
を
東
西
に
抜
け
る
国
道
３
５
４
号
線

は
、
江
戸
時
代
に
は
日
光
例
幣
使
道
と
呼

ば
れ
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
玉
村
八
幡

宮
の
本
殿
は
、
三
間
社
流
造
で
室
町
後
期
の

建
築
様
式
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
昨
今

の
街
道
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
玉
村
町
を
訪
れ
る

観
光
客
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
東
毛
広
域
幹
線
道
路
（
国
道

３
５
４
号
線
の
バ
イ
パ
ス
）
の
整
備
、
関

越
自
動
車
道
の
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
に
伴
い
、
県
内
有
数

の
交
通
利
便
性
に
優
れ
た
地
域
に
な
る
と

と
も
に
、
県
内
の
主
要
都
市
を
つ
な
ぐ
要

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
道
の
駅
の
建
設
を
は
じ
め
、
交
通
の
利

便
性
を
活
か
し
た
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
夏
の
「
た
ま

む
ら
花
火
大
会
」
は
、
田
園
地
帯
で
行
わ

れ
る
た
め
周
囲
に
遮
る
も
の
も
な
く
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
観
覧
に
訪
れ
、
テ

レ
ビ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
有
名
に

な
り
ま
し
た
。
貴
町
の
皆
様
に
も
是
非
ご

観
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
茨
城
町
の

皆
様
に
玉
村
町
へ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
結
び
に
、
両
町
の
友
好
交
流

の
更
な
る
進
展
と
茨
城
町
の
益
々
の
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

友
好
交
流
都
市
協
定
の
締
結
に
あ
た
っ
て

玉
村
町
長　

貫
井　

孝
道

　

茨
城
町
は
、
群
馬
県
玉
村
町
と
友
好
交
流
都
市
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

玉
村
町
は
、
当
町
が
加
盟
し
て
い
る
北
関
東
・
新

潟
連
携
軸
推
進
協
議
会
（
※
）
の
構
成
町
で
、
こ
れ

ま
で
お
互
い
の
祭
り
や
産
業
祭
等
に
参
加
す
る
な
ど

の
交
流
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
更
に
友
好
関
係
を
推

進
す
る
た
め
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
は
、
平
成
26
年
１
月
７
日
（
火
）
に
玉
村

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
両
町
長
、
議
長
、
副

議
長
等
関
係
者
が
出
席
し
た
締
結
式
で
は
、
小
林
町

長
と
貫
井
孝
道
玉
村
町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
交
換
し

ま
し
た
。

　

締
結
式
に
お
い
て
小
林
町
長
は
「
茨
城
町
と
玉
村

町
は
車
で
約
２
時
間
の
場
所
。
協
定
締
結
を
契
機
に

幅
広
く
交
流
し
、
築
き
上
げ
た
信
頼
と
絆
を
大
切
に

し
て
、
両
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
共
に
歩
ん
で
い

き
た
い
。」
と
挨
拶
し
、貫
井
町
長
も
「
今
後
は
文
化
・

経
済
・
ス
ポ
ー
ツ
・
防
災
な
ど
で
一
層
協
力
し
、
両

町
の
発
展
の
た
め
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
、
今
後
も
さ
ら
に
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

協
定
書
の
内
容
は
、
文
化
、
教
育
、
芸
術
、
経
済

な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
交
流
を
通
じ
、
互
い
の

理
解
と
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、
北
関
東
・
新
潟
連

携
軸
推
進
協
議
会
の
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

に
関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
、
相
互
応
援
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
北
関
東
・
新
潟
地
域
連
携
軸
推
進
協
議
会
は
、
北
関

東
及
び
新
潟
地
域
の
国
道
網
・
鉄
道
網
の
沿
線
上
に
位

置
す
る
自
治
体
に
よ
り
構
成
。
各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
資
源
を
相
互
に
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
で
密
度
の
高

い
交
流
・
連
携
を
推
進
し
、
活
力
に
満
ち
、
ゆ
と
り
と

潤
い
の
あ
る
地
域
の
形
成
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
茨
城
県
内
で
は
、
当
町
の
ほ
か
、
水
戸
市
、
ひ
た

ち
な
か
市
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

玉村町はこんなまち！
　玉村町は、群馬県南部に位置し、前橋市、高崎市、
伊勢崎市、藤岡市等と隣接するベットタウンです。
町の北部には利根川、南部には烏川が流れ、赤城、
榛名、妙義の上毛三山が一望できる自然豊かなとこ
ろです。
　夏の花火は、貫井町長の挨拶にもあったように、
多くの来場者で賑わいます。

面積：25.81 ㎢（茨城町：121.64 ㎢）　　

人口：37,149 人　（茨城町：34,122 人）
　　　※平成 26 年１月１日現在

主な文化財等
　玉村八幡宮（国指定重要文化財）、
　日光例幣使道　玉村宿

主な特産物： きゅうり、なす、春菊、米・麦（二毛作）

最寄りＩＣ：前橋南ＩＣ（北関東自動車道）
　　　　　　高崎玉村スマートＩＣ
　　　　　　 （関越自動車道：平成 26 年２月 22 日

開通）

玉村町マスコットキャラクター　たまたん
町の花「バラ」の頭で、町の木「モクセイ」の花と自然豊か
な玉村町を表現した緑の服を着ています。
たまたんは、明るく元気なやんちゃっこ！でも少し照れ屋な
一面も・・・。
玉村町の魅力を全国に PRするために、がんばっています！

群馬県佐波郡玉村町と
友好交流都市協定を締結


